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放射線照射食品の安全性

• 放射線照射で毒性のある分解生成物が生じな
いか？

→ 放射線化学反応 → 毒性試験

(細胞、動物）

放射線照射で食品が放射能を帯びないか？？

(一般消費者の素朴な疑問？？？）
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放射線照射で食品が放射能を
帯びる場合

• 放射線と食品に含まれる元素との核反応である。
• どの程度生じるのか？ → 理論的評価

↓

60Co, 137Csのガンマ線、10 MeV電子線、5 MeVエックス線照
射では問題ない。

（専門家の間では常識！）

しかしながら、一般消費者にはわかりづらい？？
↓

１．核反応の起りやすさの評価
２．実際に照射された食品の放射能測定
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食品の最小構成単位は原子である。
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核反応とは

・核反応がおこるためにはしきい
値以上の放射線のエネルギーが
必要。
・エネルギーが高いほど核反応
は起りやすい。

放射線

中性子
又は陽子

原子核の励起

10 MeV以下の放射線で問題になるのは主として(γ, n)反応！ 4



誘導放射能の理論的評価の手順

• 対象とする食品の元素組成測定。
↓

• それぞれの元素に食品照射に使われる放射線が吸収さ
れた場合に起りえる核反応のリストアップ。
↓

• 核反応の結果生じる可能性のある放射性同位元素量の
推定 (モンテカルロ法などを用いた理論計算)。

考慮すべき要因：
１．放射線のエネルギー(しきい値以上かどうか)、
２．放射線量、対象となる元素量、核反応断面積

最近の国際機関による再評価（IAEA-TECDOC1287, 2002年4月）では：
「食品照射に用いられる放射線による滅菌線量レベル(60 kGy）での照
射では生じる誘導放射能は事実上０である。」
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放射線照射
コショウによる
実際的評価
コショウの元素組成により生
成核種が放射性になる
しきい値10 MeV以下の（γ、
ｎ）反応をリストアップした。
→ 放射性核種はどの程度の
量生じるのか？？



核反応127I(γ、ｎ)126Iの生じ易さ

横軸：放射線（γ線）のエネルギー
vs. 縦軸：核反応断面積(Cross Section）

10 MeV以下のエネル
ギー領域では核反応
が生じにくい！！

理論計算上誘導
放射能は検出さ
れないはず
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実際の放射能測定

• 実験材料：
黒コショウ、白コショウ種子

(マレーシア、サラワク産）

• 放射線照射：
10 MeVライナック電子線、100 kGy

• 放射能測定：
γ線：20 cm厚みの鉄室内でリチウムドリフトゲルマニウム
検出器、波高分析

β線：２πガスフローカウンター
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黒コショウのγ線測定結果

バックグラウンド

非照射

非照射

照射
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γ線測定の検出限界
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ベータ線測定結果

測定限界は7.0×10-2 Bq(酸化ウラン）
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重金属をわざと加えて照射したコショウのγ線測定

100 kGy照射直後のγ線スペクトル 検出された放射能の変化
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重金属添加照射コショウに
おいて検出された放射能に
よる通常の照射コショウの
誘導放射能と放射線影響の
推定
↓
加えた重金属量ともとから
含まれている重金属量との
比率から誘導放射能を計算
↓
ICRP Publication 30により
照射直後に1ｇ摂取したと仮
定して預託線量当量を計算
↓
コショウに元々含まれる40K
の10-6以下で問題なし！
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結 論

• 放射線照射食品の誘導放射能（60Co, 
137Csのガンマ線、10 MeV電子線、5 MeV
エックス線照射）に関しては理論計算によ
る評価から問題はない。

• 照射香辛料に対する実際の放射能測定に
よっても誘導放射能及びその影響は無視
できる
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